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卓話 「吹田ローターアクトの現状について」
　　　　　　　　　　　吹田ローターアクトクラブ
　　　　　　　　　　　　会長　大原 康史 様
　　　　　　　　　　　　　　　木田新世代奉仕委員長ゲスト
Weekly No. 1527は田中（孝）委員長が担当しました。
Weekly No. 1528は田中（孝）委員長が担当の予定です。

（本日の原稿をお渡し下さい）

会長挨拶 石﨑会長

先週内容

次週 第1528回 例会予告　平成26年3月17日

卓話 「笑いは百薬の長」
 　　　　関西大学人間健康学部
  教授　森下 伸也 様
   瀧川パスト会長ゲスト

今週の歌 「限りなき道ロータリー」

第1527回例会　平成26年3月10日

なにわの街に春の到来を告げる風物詩。び
ん付け油の甘い香りが漂う着物姿の約200人
の力士たちが大阪入りしました。大相撲春場
所は、3月9日初日から、２週間の熱戦がくり
ひろげられます。

識字率向上月間

ロータリーでは、3月は識字率向上月間です。
識字率向上は、1986年以来の国際ロータリー
の強調事項で、ロータリーの６つの重点分野
の一つにも掲げられています。『平和と紛争予
防／紛争解決・疾病予防と治療・水と衛生・
母子の健康・基本的教育と識字率向上・経済
と地域社会の発展』

また、3月10日～16日は「世界ローターアク
ト週間」です。1986年3月13日に、世界で初め
てのローターアクトクラブ（RAC）ノース
シャーロットRACがアメリカで設立されてい
ます。我がクラブでは3月17日に「ローターア
クトの現状について」クラブフォーラムを予
定しています。

本日の卓話は、小林地区国際奉仕委員によ
る「タイ・ナコンパノム報告」となっています。
本来であれば、2月8日～15日、ナコンパノム
RCを訪問し、ラッカナ・チャイイム会長と対面、
クリーンウォータープロジェクトの贈呈式な
ど、皆さんにご報告できたことと思いますが、
タイでは政争が泥沼化しています。訪問回避
という残念な結果となってしまいました。

新井会員に第2組ガバナー補佐エレクトの委嘱状
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幹事報告 井伊幹事

◦地区より新井会員へ、ガバナー補佐エレク
トの委嘱状が届いております。

◦今週土曜日、3月8日は第2組IM開催日です。
来年度は吹田西RCの担当年となっておりま
す。皆さん、できるだけ多くご参加ください。
　場所　茨木市民総合センター（クリエイトセンター）
　日時　3月8日㈯ 受付 12:00～13:00
   開会式 13:00～13:30
   講演 13:30～15:00
   閉会式 15:00～15:30
　※近くに茨木市営駐車場がありますので、
ご利用下さい。名札をIMで使用しますので、
本日忘れないように返却して下さい。

出席報告

●会　員　数 50名 ●来　　　客 2名
●出席会員数 38名 ●本日の出席率 86.36％
●2月3日の出席率（メーキャップを含む） 100％

澤井委員長

次年度地区代表幹事　樋口 信治 様

米山奨学生  謝 雯さんに奨学金授与

会場風景

ゲ　ス　ト

 大阪RC　次年度地区代表幹事 樋口 信治 様
 米山奨学生  謝   雯   様

木下委員

◦理事会報告
①5月プログラムについて承認されました。
②春の移動家族例会について、開催場所が
京都に変更されました。詳細は紙谷親睦
活動委員長より。
③その他
＊社会奉仕委員会、スロープの寄贈の報
告及びセレモニーの内容説明。
＊新世代クラブフォーラムについて承認
されました。
＊プロジェクターの購入について承認さ
れました。

◦ロータリーの友3月号が届きましたのでお配
りします。裏表紙、裏表紙裏に全国のRC例
会案内がありますので、メーキャップにご
利用下さい。
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◆采 輝昭様（大日本住友製薬株式会社／
　　先週の卓話でお世話になりました）
吹田西RCの皆様、卓話の機会を与えてい
ただきありがとうございました。お礼を
いただきましたが、このお金を皆様の大
事な活動に活かしてください。

◆鈴木会員
二度目のホールインワンをしました。
自祝。

◆鈴木会員
連続欠席のお詫び。

◆瀧川会員
女の節句です。

◆新井会員
次年度地区幹事、樋口様の御来訪を受
けて。

◆伊藤会員
息子が１浪にて大学に合格しました。
ほっとしました。

◆西村会員
無事、第１四半期決算が増収増益にな
りました。（明日の日経新聞に発表）

◆小川会員
佐藤会員にお世話になり、感謝。

◆お値打ちグルメ会の15名
石﨑会長、河邊、田中、髙木、橋本（徹）、
橋本（芳）、毛利、紙谷、伊藤、榎原、木下、
清水、瀬川、木田、阿部、15名
──────────────────
 本日のニコニコ箱 65,550円
 累計のニコニコ箱 1,177,550円
──────────────────
3月の席は星座毎の席になっております。

ニコニコ箱 橋本（徹）SAA

紙谷委員長親睦活動委員会

春の移動家族例会開催場所変更
御室 奥山山荘 松山閣 松山（仁和寺 北山）
で行うこととなりました。
４月7日（月）18:00より
ご参加の程、宜しくお願い致します。

誕生御祝－３月

  昭和 42 年 3 月 5 日 𠮷田会員ご夫妻
 昭和 48 年 3 月 11 日 杦本会員ご夫妻
 昭和 48 年 3 月 15 日 家村会員ご夫妻
 昭和 61 年 3 月 15 日 山岡会員ご夫妻
 昭和 57 年 3 月 16 日 西村会員ご夫妻
 昭和 48 年 3 月 18 日 髙木会員ご夫妻
 昭和 44 年 3 月 23 日 宮川会員ご夫妻
 昭和 42 年 3 月 26 日 瀧川会員ご夫妻
 昭和 63 年 3 月 27 日 榎原会員ご夫妻
 昭和 40 年 3 月 30 日 河邊会員ご夫妻
         以上10組

結婚御祝－３月
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ロータリーを実践し　みんなに豊かな人生を
ENGAGE ROTARY  CHANGE LIVES
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本来は、当クラブの国際社会奉仕委員長の

橋本芳信会員か、国際奉仕委員長の長屋興委

員長にお話しいただくべきなのですが、予定

していました代表団派遣が現地の政情不安の

ため急遽中止になり、臨場感のある話を伺う

ことが出来ないため、お二人に代わって私が

報告をさせていただきます。

本年度の国際奉仕事業は過去7年間（内1年

は中断）継続して行ってきた、タイ・ナコンパ

ノムRCとの共同事業であるクリーンウォー

ター・プロジェクトを、地区補助金を使って

対象校を2校として実施するものでした。今年

度の石﨑会長の方針に従い、昨年4月には地区

補助金の申請（地区補助金は予算限度がある

ため、申請順に審査され、資金が枯渇した時点

で終了となります。）を行ったところ、期待通

りに承認がおりました。ご承知のように財団

の補助金システムが本年度からはFVPに変更

されました。MG（マッチング・グラント）は

GG（グローバル・グラント）となって、手続き

も複雑になりましたが、より大きなプロジェ

クトが可能となりました。一方地区補助金は

卓　　話卓　　話

小林国際奉仕副委員長

「クリーンウォーター・プロジェクト」

基本的に今までと大きな変化は無いので、各

奉仕部門での利用を積極的にお考えいただけ

ればと思います。

さて、DG（地区補助金）の承認を受け、補助

金口座の開設をして入金が7月にあり、8月に

はナコンパノムRCが開設した補助金口座へ送

金しました。そして計画通り11月20日にプロ

ジェクトは完成しました。私たちは仕事の都

合や現地の気象条件を考慮して2014年2月9

日から一週間の予定で石﨑会長を団長とする

代表団の現地訪問と開所式出席を計画してい

ましたが、タイの政情不安が治まらず、ぎりぎ

りまで現地訪問の道を探りましたが、最終的

には現地側から今回の代表団訪問は延期して

欲しい旨の要望があり、断念せざるを得ませ

んでした。この取り扱いについては私に一任

されていましたが、その旨を伝えた時の石﨑

会長の無念の表情は忘れることが出来ません。

又後日、見ていただいている現地からの写真

を見て、「あー、こんな風に子供達が待ってい

てくれたのに……行きたかった…」と仰った

石﨑会長に、ロータリアンとして改めて敬意

を表します。

田中会長エレクトからは、次年度の国際奉

仕プロジェクトも、ナコンパノムRCと協同で

従来のクリーンウォーター・プロジェクトを

行いたいと考えている、と聞いています。もし、

その方針のもとでDGの使用を考えておられる

のなら、次年度の国際奉仕委員会と財団委員

会にご検討いただき申請書の提出の準備に

入っていただきたいと思います。


